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このシステムは，富士通 ETERNUS NR1000 F520という機種です。メモリは 6GB，ディスクア








リティ用に 1台のディスクを専有しますから，実効容量は 7台分で 952GBです。したがって，
単独ファイルでこの構成のディスクシステムを使用するときの限界容量は，952GBとなります。



































ブサーバはスーパーコンピュータ hpcのディレクトリ /arに NFSマウントしていますから，hpc
に接続すれば UNIXファイルディレクトリにみえます。そこで，アーカイブサーバ上のデータを
cpコマンドを使って hpc側にコピー（ファイル転送）したところ，2分 3秒でした。今度は hpc
上のディレクトリから同じ内容をアーカイブサーバ側に逆コピーしたところ，45秒しかかかり
ませんでした。さらに折り返しコピーしても 45秒でした。後半の転送性能は，1秒間で 29MB，
ネットワーク上は 232ビット /秒です。2回目以降の転送は，データがシステムのキャッシュか
メモリに乗っていたため，高速に転送できたと想像できます。
今回の簡易実験では手持ちデータの総容量が 1.3GBと少なめでしたが，参考にはしていただ
けると思います。
Ⅵ．おわりに
今年度の全国共同利用システムの更新に伴う，新しい，ネットワーク接続型ディスクアレイ装
置のアーカイブサーバについて，簡単にご紹介しました。これなら「ぜひアーカイブサーバを使っ
てみよう」という気持ちになっていただけたでしょうか。スーパーコンピュータ等で，大量のデー
タファイルを利用される方々が，ファイル料金の増加を気にしないで，高速なデータ転送性能を
持つアーカイブサーバを活用されることを願っています。
最後に，アーカイブサーバのシステム技術は，SE・CE諸氏に支えられていることを記して感
謝します。
（つつみ　もりまさ：名古屋大学情報連携基盤センターネットワーク掛）
